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第六章 女性の継続就労や管理職登用への意識について 

 

１．女性正社員の退職理由【問１０】 

全体では、「自身の健康上の理由」が 21.3％と最も高く、次いで「結婚」が 15.0％、「妊娠・出産・育児」

が 13.6％の順となっている。 

従業員規模別でみると、従業員数 50人未満、50～99人では「自身の健康上の理由」の割合が最も高く、

100～299人、300人以上では「結婚」が最も高くなっている。「自身の健康上の理由」、「結婚」、「妊娠・出

産・育児」では従業員数が多くなるにつれて割合が高くなっている。 

 

［図表 6-1-1］女性の正社員の退職理由（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 

 

 

  

 全体 （n=765）  従業員数　 50人未満 （n=551）  50～99人（n=93）

 100～299人 （n=76）  300人以上 （n=26）

21.3 

15.0 

13.6 

7.1 

6.7 

42.5 

19.2 

18.5 

9.8 

10.7 

6.0 

5.1 

43.0 

22.0 

25.8 

15.1 

11.8 

6.5 

10.8 

43.0 

9.7 

31.6 

38.2 

27.6 

13.2 

10.5 

43.4 

11.8 

34.6 

57.7 

42.3 

11.5 

15.4 

30.8 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80%

自身の健康上の理由

結婚

妊娠・出産・育児

家族の介護

転勤（本人や家族）

その他

無回答
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 前回の調査と比較すると、今回の調査と前回の調査ともに「自身の健康上の理由」の割合が高くなって

いる。 

 

［図表 6-1-2］女性の正社員の退職理由（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 

 

 

  

 令和３年度 （n=765）  令和元年度 （n=667）

21.3 

15.0 

13.6 

7.1 

6.7 

42.5 

19.2 

28.8 

21.7 

14.1 

11.5 

10.2 

-

42.0 

0% 20% 40% 60% 80%

自身の健康上の理由

結婚

妊娠・出産・育児

家族の介護

転勤（本人や家族）

その他

無回答
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２．出産を理由とした退職者数の変化【問１０－１】 

全体では、「変わっていない」が 49.0％と最も高く、次いで『減った』（「かなり減った」「やや減った」

の合計）が 27.9％、『増えた』（「かなり増えた」「やや増えた」の合計）が 13.5％の順となっている。 

 従業員規模別でみると、従業員数 50 人未満、50～99 人では「変わっていない」の割合が最も高く、そ

れぞれ 55.9％、63.6％となっている。100～299 人、300 人以上では『減った』の割合が高く、それぞれ

52.3％、54.6％となっている。 

 前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査より『増えた』の割合が 3.9ポイント増加している。 

 

［図表 6-2-1］出産を理由とした退職者数の変化（全体・従業員規模別）≪ＳＡ≫ 

 

※回答者母数＝問１０で「５ 妊娠・出産・育児」とお答えの方。 

 

 

［図表 6-2-2］出産を理由とした退職者数の変化（前回調査との比較）≪ＳＡ≫ 

 
 

※回答者母数＝問１０で「５ 妊娠・出産・育児」とお答えの方。  

 かなり増えた  やや増えた  変わっていない  やや減った

 かなり減った  わからない、女性正社員がいない  無回答

2.9 

3.4 

0.0 

4.8 

0.0 

10.6 

11.9 

9.1 

9.5 

9.1 

49.0 

55.9 

63.6 

33.3 

27.3 

12.5 

10.2 

9.1 

19.0 

18.2 

15.4 

8.5 

0.0 

33.3 

36.4 

9.6 

10.2 

18.2 

0.0 

9.1 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 （n=104）

従業員数

50人未満 （n=59）

50～99人 （n=11）

100～299人 （n=21）

300人以上 （n=11）

 かなり増えた  やや増えた  変わっていない  やや減った

 かなり減った  わからない、女性正社員がいない  無回答

2.9 

0.0 

10.6 

9.6 

49.0 

52.1 

12.5 

13.8 

15.4 

12.8 

9.6 

11.7 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度 （n=104）

令和元年度 （n=94）
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３．女性の管理職登用への考え方【問１１】 

全体では、「積極的に登用したい」が 39.7％と最も高く、次いで「わからない」が 36.9％、「そういった

考えはない」が 17.9％の順となっている。 

従業員規模別でみると、従業員数 50人未満を除くいずれの従業員数も「積極的に登用したい」の割合が

最も高く、そのうち 300 人以上が 65.4％と最も高くなっている。50 人未満では「わからない」の割合が

38.8％と最も高くなっている。 

 前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査と比べて大きな変化はみられず、ともに「積極的に

登用したい」の割合が最も高くなっている。 

 

［図表 6-3-1］女性の管理職登用への考え方（全体・従業員規模別）≪ＳＡ≫ 

 

 

 

［図表 6-3-2］女性の管理職登用への考え方（前回調査との比較）≪ＳＡ≫ 

 

 

  

 積極的に登用したい  そういった考えはない  わからない  無回答

39.7 

35.6 

50.5 

48.7 

65.4 

17.9 

19.8 

12.9 

15.8 

3.8 

36.9 

38.8 

34.4 

32.9 

23.1 

5.5 

5.8 

2.2 

2.6 

7.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 （n=765）

従業員数

50人未満 （n=551）

50～99人 （n=93）

100～299人 （n=76）

300人以上 （n=26）

 積極的に登用したい  そういった考えはない  わからない  無回答

39.7 

37.8 

17.9 

19.0 

36.9 

34.5 

5.5 

8.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度 （n=765）

令和元年度 （n=667）
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４．積極的に登用したい理由【問１１－１】 

全体では、「意欲と能力のある女性を積極的に発掘し、確保したいから」が 62.5％と最も高く、次いで

「女性の発想やアイデア、視点を活かしたいから」が 44.7％、「女性の従業員が多い職場だから(部署があ

るから)」が 40.8％の順となっている。 

従業員規模別でみると、いずれの従業員数も「意欲と能力のある女性を積極的に発掘し、確保したいか

ら」の割合が最も高く、そのうち 100～299人が 67.6％と最も高くなっている。 

 

［図表 6-4-1］積極的に登用したい理由（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 
※回答者母数＝問１１で「１ 積極的に登用したい」とお答えの方。  

 全体 （n=304）  従業員数　 50人未満 （n=196）  50～99人（n=47）

 100～299人 （n=37）  300人以上 （n=17）

62.5 

44.7 

40.8 

23.0 

9.5 

6.9 

4.9 

0.7 

60.2 

43.9 

39.3 

19.9 

5.6 

5.1 

6.6 

1.0 

66.0 

48.9 

40.4 

31.9 

10.6 

10.6 

2.1 

0.0 

67.6 

48.6 

51.4 

13.5 

13.5 

16.2 

2.7 

0.0 

64.7 

52.9 

23.5 

58.8 

41.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意欲と能力のある女性を積極的に発掘し、

確保したいから

女性の発想やアイデア、視点を

活かしたいから

女性の従業員が多い職場だから

(部署があるから)

職場環境・風土を変えていきたいから

ロールモデルとなるような女性の

管理職を育てたいから

女性の管理職が一人もいないから

その他

無回答
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 前回の調査と比較すると、今回の調査と前回の調査ともに「意欲と能力のある女性を積極的に発掘し、

確保したいから」の割合が最も高くなっているが、今回の調査では前回より 5.0ポイント減少している。

「女性の管理職が一人もいないから」においても、前回の調査より 4.6ポイント減少している。 

 

［図表 6-4-2］積極的に登用したい理由（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問１１で「１ 積極的に登用したい」とお答えの方。 

 

  

 令和３年度 （n=304）  令和元年度 （n=252）

62.5 

44.7 

40.8 

23.0 

9.5 

6.9 

4.9 

0.7 

67.5 

46.0 

39.3 

20.2 

12.3 

11.5 

3.2 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

意欲と能力のある女性を積極的に発掘し、

確保したいから

女性の発想やアイデア、視点を

活かしたいから

女性の従業員が多い職場だから

(部署があるから)

職場環境・風土を変えていきたいから

ロールモデルとなるような女性の

管理職を育てたいから

女性の管理職が一人もいないから

その他

無回答
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５．登用の考えはない理由【問１１－２】 

全体では、「女性従業員の数が少ないから」が 44.5％と最も高く、次いで「管理職になることを希望す

る女性従業員がいないから」が 35.0％、「女性に適したポストがないから」が 19.7％の順となっている。 

従業員規模別でみると、従業員数 50 人未満では「女性従業員の数が少ないから」の割合が 46.8％と最

も高く、50～99人、100～299人では「管理職になることを希望する女性従業員がいないから」の割合がそ

れぞれ 33.3％、75.0％と最も高くなっている。 

 

［図表 6-5-1］登用の考えはない理由（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問１１で「２ そういった考えはない」とお答えの方。  

 全体 （n=137）  従業員数　 50人未満 （n=109）  50～99人（n=12）

 100～299人 （n=12）  300人以上 （n=1）

44.5 

35.0 

19.7 

12.4 

11.7 

9.5 

8.0 

7.3 

7.3 

1.5 

16.8 

2.9 

46.8 

29.4 

23.9 

13.8 

12.8 

8.3 

5.5 

8.3 

8.3 

1.8 

14.7 

3.7 

25.0 

33.3 

8.3 

8.3 

8.3 

16.7 

25.0 

0.0 

8.3 

0.0 

25.0 

0.0 

41.7 

75.0 

0.0 

8.3 

8.3 

0.0 

16.7 

8.3 

0.0 

0.0 

33.3 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

100.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性従業員の数が少ないから

管理職になることを希望する

女性従業員がいないから

女性に適したポストがないから

管理職になるための勤続年数を満たす

女性従業員が少ないから

管理職になるための育成をしていないから

仕事と家庭の両立が難しくなると思われるから

安全や体力面での不安があるから

女性が管理職に就いた前例がないから

すでに女性を登用しているから

男性社員の理解が不十分だから

その他

無回答
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 前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査より「女性に適したポストがないから」の割合が

4.0ポイント増加しており、「仕事と家庭の両立が難しくなると思われるから」の割合が 7.8ポイント、

「すでに女性を登用しているから」の割合が 4.5ポイント減少している。 

 

［図表 6-5-2］登用の考えはない理由（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問１１で「２ そういった考えはない」とお答えの方。 

 

  

 令和３年度 （n=137）  令和元年度 （n=127）

44.5 

35.0 

19.7 

12.4 

11.7 

9.5 

8.0 

7.3 

7.3 

1.5 

16.8 

2.9 

48.0 

32.3 

15.7 

15.7 

15.0 

17.3 

9.4 

8.7 

11.8 

0.0 

9.4 

3.1 

0% 20% 40% 60% 80%

女性従業員の数が少ないから

管理職になることを希望する

女性従業員がいないから

女性に適したポストがないから

管理職になるための勤続年数を満たす

女性従業員が少ないから

管理職になるための育成をしていないから

仕事と家庭の両立が難しくなると思われるから

安全や体力面での不安があるから

女性が管理職に就いた前例がないから

すでに女性を登用しているから

男性社員の理解が不十分だから

その他

無回答
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６．女性に管理職に就くことを打診し断られた経験【問１２】 

全体では、「わからない」が 41.7％と最も高く、次いで「断られたことはない」が 29.2％、「断られたこ

とがある」が 18.3％の順となっている。 

従業員規模別でみると、「断られたことがある」では従業員数 300 人以上が 42.3％と最も高く、次いで

100～299人が 28.9％となっている。 

 前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査と比べて大きな変化はみられない。 

 

［図表 6-6-1］女性に管理職に就くことを打診し断られた経験（全体・従業員規模別）≪ＳＡ≫ 

 

 

 

［図表 6-6-2］女性に管理職に就くことを打診し断られた経験（前回調査との比較）≪ＳＡ≫ 

 

  

 断られたことがある  断られたことはない  わからない  無回答

18.3 

15.6 

17.2 

28.9 

42.3 

29.2 

27.9 

35.5 

34.2 

23.1 

41.7 

43.9 

43.0 

31.6 

30.8 

10.8 

12.5 

4.3 

5.3 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 （n=765）

従業員数

50人未満 （n=551）

50～99人 （n=93）

100～299人 （n=76）

300人以上 （n=26）

 断られたことがある  断られたことはない  わからない  無回答

18.3 

15.4 

29.2 

30.9 

41.7 

43.6 

10.8 

10.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和３年度 （n=765）

令和元年度 （n=667）
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７．断られたことがある理由【問１２－１】 

全体では、「今より責任が重くなるから」が 74.3％と最も高く、次いで「管理職に就く自信がない、向

いてないから」が 55.7％、「仕事と家庭・地域活動の両立ができるかどうか、不安だから」が 38.6％の順

となっている。 

従業員規模別でみると、従業員数 300人以上を除くいずれの従業員数も「今より責任が重くなるから」

の割合が最も高く、100～299人が 81.8％と最も高くなっている。300人以上では「管理職に就く自信がな

い、向いてないから」が 72.7％と最も高くなっている。 

 

［図表 6-7-1］断られたことがある理由（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

 
※回答者母数＝問１２で「１ 断られたことがある」とお答えの方。 

  

 全体 （n=140）  従業員数　 50人未満 （n=86）  50～99人（n=16）

 100～299人 （n=22）  300人以上 （n=11）

74.3 

55.7 

38.6 

30.7 

17.1 

6.4 

5.0 

0.0 

72.1 

50.0 

41.9 

31.4 

18.6 

4.7 

5.8 

0.0 

81.3 

62.5 

25.0 

18.8 

18.8 

12.5 

6.3 

0.0 

81.8 

59.1 

36.4 

36.4 

13.6 

4.5 

4.5 

0.0 

63.6 

72.7 

36.4 

45.5 

18.2 

18.2 

0.0 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今より責任が重くなるから

管理職に就く自信がない、向いてないから

仕事と家庭・地域活動の両立が

できるかどうか、不安だから

管理的業務より、実務を続けたいから

時間外労働が増えるから

周囲に女性の管理職がおらず、

イメージが湧かないから

その他

無回答
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 前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査より「仕事と家庭・地域活動の両立ができるかどう

か、不安だから」の割合が 7.5ポイント増加、「管理職に就く自信がない、向いてないから」の割合が 5.5

ポイント減少している。 

 

［図表 6-7-2］断られたことがある理由（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 

※回答者母数＝問１２で「１ 断られたことがある」とお答えの方。 

 

 

  

 令和３年度 （n=140）  令和元年度 （n=103）

74.3 

55.7 

38.6 

30.7 

17.1 

6.4 

5.0 

0.0 

72.8 

61.2 

31.1 

25.2 

19.4 

2.9 

2.9 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今より責任が重くなるから

管理職に就く自信がない、向いてないから

仕事と家庭・地域活動の両立が

できるかどうか、不安だから

管理的業務より、実務を続けたいから

時間外労働が増えるから

周囲に女性の管理職がおらず、

イメージが湧かないから

その他

無回答



第六章 女性の継続就労や管理職登用への意識について 

 

 - 57 - 

８．女性の管理職登用の障壁【問１３】 

全体では、「家庭との両立が難しそうだと思う女性が多いこと」が 43.4％と最も高く、次いで「本人の

昇進意欲がないこと」が 40.0％、「必要な知識や経験を有する女性がいないこと」が 21.3％の順となって

いる。 

従業員規模別でみると、従業員数 50 人未満、50～99 人では「家庭との両立が難しそうだと思う女性が

多いこと」の割合が最も高く、100～299人、300人以上では「本人の昇進意欲がないこと」が最も高くな

っている。「本人の昇進意欲がないこと」、「必要な知識や経験を有する女性がいないこと」では従業員数が

多くなるにつれて割合が高くなり、300人以上でそれぞれ 65.4％、34.6％となっている。 

 

［図表 6-8-1］女性の管理職登用の障壁（全体・従業員規模別）≪ＭＡ≫ 

  

 全体 （n=765）  従業員数　 50人未満 （n=551）  50～99人（n=93）

 100～299人 （n=76）  300人以上 （n=26）

43.4 

40.0 

21.3 

14.8 

13.1 

9.5 

8.4 

8.4 

2.0 

7.3 

12.2 

42.5 

36.7 

20.1 

14.2 

9.3 

11.3 

7.8 

8.5 

2.4 

8.3 

13.4 

50.5 

44.1 

21.5 

15.1 

17.2 

6.5 

10.8 

8.6 

2.2 

4.3 

7.5 

43.4 

51.3 

25.0 

15.8 

26.3 

5.3 

9.2 

5.3 

0.0 

6.6 

6.6 

42.3 

65.4 

34.6 

26.9 

46.2 

0.0 

15.4 

11.5 

0.0 

0.0 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80%

家庭との両立が難しそうだと思う女性が多いこと

本人の昇進意欲がないこと

必要な知識や経験を有する女性がいないこと

勤続年数が短く、管理職になるまでに

退職してしまう女性が多いこと

ロールモデルが少ないこと

女性正社員がいないこと

出張、転勤等に対応できない女性が多いこと

職場の認識・理解の不十分さ

顧客や取引先の認識・理解の不十分さ

その他

無回答
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 前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査より「勤続年数が短く、管理職になるまでに退職し

てしまう女性が多いこと」の割合が 3.2ポイント減少している。 

 

［図表 6-8-2］女性の管理職登用の障壁（前回調査との比較）≪ＭＡ≫ 

 

 

  

地域

 令和３年度 （n=765）  令和元年度 （n=667）

43.4 

40.0 

21.3 

14.8 

13.1 

9.5 

8.4 

8.4 

2.0 

7.3 

12.2 

43.9 

40.8 

22.6 

18.0 

12.3 

7.3 

10.5 

9.4 

3.0 

5.8 

10.3 

0% 20% 40% 60% 80%

家庭との両立が難しそうだと思う女性が多いこと

本人の昇進意欲がないこと

必要な知識や経験を有する女性がいないこと

勤続年数が短く、管理職になるまでに

退職してしまう女性が多いこと

ロールモデルが少ないこと

女性正社員がいないこと

出張、転勤等に対応できない女性が多いこと

職場の認識・理解の不十分さ

顧客や取引先の認識・理解の不十分さ

その他

無回答
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９．女性が管理職に就くための研修への参加の考え【問１４】 

全体では、「参加させたいが、候補者がいない」が 39.2％と最も高く、次いで「参加させたい」が 34.0％、

「参加させようと思わない」が 19.3％の順となっている。 

従業員規模別でみると、従業員数が多くなるにつれて『参加させたい』（「参加させたい」「参加させたい

が、候補者がいない」の合計）の割合が高くなり、300人以上で 96.2％となっている。「参加させようと思

わない」では 50人未満が 22.1％と最も高くなっている。 

女性従業員【問８】の回答と比較すると、企業の『参加させたい』の割合が 73.2％に対し、女性従業員

の「参加したい」の割合は 25.9％と 47.3 ポイントの差となっている。また、女性従業員は「参加したい

と思わない」が 71.2％と高くなっている。 

 

［図表 6-9-1］女性が管理職に就くための研修への参加の考え（全体・従業員規模別）≪ＳＡ≫ 

 

 

 

［図表 6-9-2］女性が管理職に就くための研修への参加の考え（女性従業員【問８】の回答比較） 

≪ＳＡ≫ 

 

 

 

 

  

 参加させたい  参加させたいが、候補者がいない  参加させようと思わない  無回答

34.0 

29.4 

41.9 

47.4 

80.8 

39.2 

40.3 

39.8 

35.5 

15.4 

19.3 

22.1 

14.0 

13.2 

0.0 

7.5 

8.2 

4.3 

3.9 

3.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 （n=765）

従業員数

50人未満 （n=551）

50～99人 （n=93）

100～299人 （n=76）

300人以上 （n=26）

 参加させたい  参加させたいが、候補者がいない  参加させようと思わない  無回答

34.0 39.2 19.3 7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企業の回答 （n=765）

 参加したい  参加したいと思わない  無回答

25.9 71.2 2.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性従業員の回答

（n=768）
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前回の調査と比較すると、今回の調査は前回の調査と比べて大きな変化はみられず、ともに「参加させ

たいが、候補者がいない」の割合が最も高くなっている。 

 

［図表 6-9-3］女性が管理職に就くための研修への参加の考え（前回調査との比較）≪ＳＡ≫ 

 

 

 参加させたい  参加させたいが、候補者がいない  参加させようと思わない  無回答
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31.8 

39.2 

39.6 
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令和３年度 （n=765）

令和元年度 （n=667）


